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A. 研究目的 

喫煙は多くの疾病と密接に関連することが知られ

ている。そのため、喫煙状況の正確な把握は様々な

疾患のハイリスク者の特定に有用である。現在の特定

健診では健診受診時点の喫煙の有無だけが質問票

に含まれている。 

 

B. 研究方法 

喫煙と疾病に関して日本で行われた疫学研究の

中で喫煙の評価によく用いられている方法をレビュ

ーした。疾病リスクの正確な把握に有用な喫煙状況

把握のための質問を抽出し、改訂質問票に含めるべ

き質問を検討した。 

（倫理面での配慮） 

この研究方法は、既報告の結果に基づいており、

倫理面での問題はない。 

 

C. 研究結果 

疾病リスクと強く関連する喫煙の評価方法として、

現在喫煙・過去喫煙・生涯非喫煙の三分類による喫

煙状況、喫煙量（Pack-Year）・禁煙期間による喫煙の

定量的評価が必要であると考えた。また、近年加熱

式たばこや電子たばこなどの新型たばこ製品が広が

りつつあるが、これらもたばこに準じて注意が必要と

考えた。以上より、喫煙の健康影響をより正確に評価

できるように以下のように質問項目の改訂を提案し

た。 

 

1．加熱式たばこを喫煙に含めることの明記 

新型たばこ製品として、加熱式たばこや電子たばこ

が若年者を中心に広がっている。新型たばこは登場

したばかりであり、健康影響のエビデンスはまだない。

加熱式たばこはたばこ葉を加熱してニコチンを含む

蒸気を吸入することから、喫煙と類似した健康影響

が推測されるため、従来の燃焼式たばこに準じて情

報を収集する必要があると考える。 

研究要旨 

喫煙は多くの疾病と密接に関連することが広く知られており、喫煙状況の正確

な評価はハイリスク者の特定および保健指導上有用である。現在の特定健診では

健診受診時点の喫煙の有無のみを尋ねている。本研究では喫煙に関するこれま

での研究から、喫煙に関する質問として現在喫煙・過去喫煙・生涯非喫煙の三分

類による喫煙状況、喫煙量（Pack-Year）・禁煙期間による喫煙の定量的評価が必

要であると考えた。また、近年の新型たばこ製品の拡大から、新型たばこ製品も喫

煙であることの明記も必要であると考えた。これら三点を特定健診における質問項

目の改訂候補として提案した。 
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問診上の問題点として、加熱式たばこの使用者の

一部は加熱式たばこをたばこ製品として認識してい

ないことが挙げられる。例えば燃焼式たばこから加熱

式たばこに切り替えた場合に、「タバコを吸います

か？」の質問に対して「止めた」と回答することがしば

しばある。おそらく、「アイコス」「プルームテック」など

の名称の製品を使用しているという認識であると推測

される。そのため、加熱式たばこが喫煙に含まれるこ

とをわかりやすく明記する必要がある。そうしなけれ

ば、加熱式たばこ使用者が非喫煙や禁煙に誤分類

されることになり、喫煙のリスクの過小評価に繋がる

恐れがある。 

 

2．禁煙区分の設定 

禁煙によって疾病のリスクは減少するが、非喫煙者

と同等のリスクになるまで長期間必要である。日本人

の住民ベースコホート研究のプール解析では全がん

で非喫煙者と同等のリスクになるまで男性 21 年以上、

女性 11 年以上の禁煙期間が必要とされている 

(Saito E et al. Cancer Epidemiol 2017)。同様に、心

血管疾患死亡リスクは男女とも約10年の禁煙期間が

必要とされている。(Honjo K et al. Tob Control 2010)。

短期間の禁煙者が非喫煙者と同じカテゴリに分類さ

れることで、喫煙者のリスクを過小評価することになる。

また、禁煙区分があれば保健指導の際にポジティブ

な点として指摘することで再喫煙のリスク低減に繋が

る可能性がある。 

 

3．定量的評価を可能にする質問項目の追加 

喫煙と疾病の関連は量反応関係があり、喫煙の有

無だけでは正確なリスクの把握は困難である。一般

的に喫煙量は Pack-Year で定義されることが多く、喫

煙開始年齢、1 日喫煙本数、現在の年齢が必要であ

る。禁煙期間は 2．と合わせて何ヶ月禁煙を続けてい

るかを質問する。これにより喫煙者の中でも健康リス

クのより高い者に重点を置いた保健指導が可能とな

る。また、禁煙期間は健康リスク、再喫煙リスクの指標

として保健指導の参考にできる。 

 

D, E. 考察および結論 

喫煙の健康影響はこれまで多くの研究が行われ、

様々な評価方法が検討されている。現在喫煙の有

無に加えて過去喫煙・禁煙期間・喫煙量がわかれば、

より正確な健康リスクの評価と、より詳細な保健指導

が可能になる。また、加熱式たばこなどの新型たばこ

製品の出現により、新たな喫煙評価が今後必要にな

る可能性がある。 
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